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　明治45（1912）年1月16日、白瀬矗隊長率いる白瀬南極探
検隊は、南極ロス海ホエール湾（鯨湾）に到着し上陸を果たし
ました。そして、明治45（1912）年1月28日、白瀬隊長ら5
名の突進隊は２台の犬ぞりでホエール湾奥の大氷堤（南緯80
度05分、西経156度37分）に到達し、その氷原に日章旗を立
て、見渡す限りの一帯を「大和雪原（やまとゆきはら）」と命
名、日本の領土とすることを宣言しました。

　白瀬ら突進隊が南極の氷上を突進していたころ、ほかの隊員
たちは沿岸隊を組織し、開南丸とともに東方を目指していまし
た。突進隊も沿岸隊も、そして開南丸も皆、「学術調査」とい
う共通の目的を持って行動していたのです。
本企画展では、南極点を目指して日本を旅立ったはずの白瀬南
極探検隊が、どのような経緯を経て南極探検の目的を「学術調
査」に変えていったのかを振り返ります。また、「学術調査」
の証として現代に残る貴重な資料も合わせて紹介します。

①大和雪原（南緯80度05分）に到達し日章旗を立てた白瀬隊
②「命令録㐧二」白瀬南極探検隊記念館所蔵
③開南丸船上の隊員たち
④「オオトウゾクカモメのはく製」白瀬南極探検隊記念館所蔵
⑤「大隈湾採取の花こう岩」白瀬南極探検隊記念館所蔵
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